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画
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祥
介

製
作
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有
馬
孝

工
藤
英
博
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作
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延
典
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刊
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脚
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桃
井
か
お
り

奥
田
英
二

森
本
レ
オ-

加
茂
さ
く
、
り

根
岸
明
美

織
本
噸
吉

•伊
佐
美
津
江

都
倉
成
美

日
菓
た
よ
り

多
国
千
香

岐
邑
美
沙
子

田
村
三
槍
子

倉
地
雄
平-

富
永
恵
利
子

谷
川
美
沙

陽

広
島
ゆ
き
子

北
原
美
智
子

黒
川
恵
子

奈
良
岡
乃
里

•村
上
弘
明

河
合
進

豊
田
真
治

荒
井
茂

栂
野
幸
知-

五
百
木
俊
乃

斉
藤
税
子

山
口
哲
生

今
枝
毅
ニ

飯
高
正
也

野
田
淑
恵

小
林
竜
雄

田
山
カ
哉-

市
川
夏
江

大
橋
芳
枝

花
上
晃-

伊
丹
十
三

説
H
I
l
l
-
u

九
七
八
年
、
ブ
ル

i
リ
ボ
ン
最

優
秀
作
品
質
、
キ
、
不
マ
旬
報
ベ
ス
ト

ワ
ン
な
ど
で
日
本
映
画
界
の
話
題
を

さ
ら
っ
た
吋
サ

i
ド
い
の
鋭
才
、
東

陽
一
が
、
再
び

A
T
G

と
提
携
し
て

作
っ
た
作
品
で
あ
る
。

原
作
は
、
発
売
以
来
、
同
世
代
の

学
生
や
O
L
に
熱
狂
的
に
受
け
入
れ

ら
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
見

延
典
子
の
早
大
文
芸
科
卒
業
小
説
。

一
人
の
女
子
大
生
の
愛
と
性
を
、
二

人
の
男
子
学
生
ぞ
か
ら
ま
せ
て
描
い

た
き
わ
や
か
な
青
春
小
説
で
あ
り
、

女
性
読
者
か
ら
「
ま
る
で
自
分
の
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
一
一
一
日

わ
れ
る
よ
う
な
、
生
々
し
い
セ
ッ
ク

ス
場
面
を
か
わ
い
た
タ
ッ
チ
で
描
い

て
い
る
。

映
画
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
東
陽
一

は
、
「
若
い
女
の
息
づ
か
い
の
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
」
、
あ
る
い
は
「
体
温
の
伝

わ
る
」
映
画
に
し
た
い
と
語
り
、
原

作
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
生
か
し
た
上
で
、

い
わ
ば
均
年
代
の
総
決
算
と
も
い
う

べ
き
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
。
ま
り

子
と
橋
本
の
何
年
世
代
、
恒
雄
の
全

共
闘
世
代
、
そ
し
て
高
見
沢
夫
妻
の

中
年
世
代
と
い
っ
た
世
代
論
と
時
代

を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
男
と
女
の
実
像

に
せ
ま
ろ
う
と
す
る
。
い
わ
ば
現
代

の
青
春
を
切
実
に
生
き
て
い
る
人
間

た
ち
を
「
日
常
生
活
」
か
ら
照
射
し

よ
う
と
す
る
も
の
だ
。
脚
本
は
「
も

っ
と
し
な
や
か
に
・
も
っ
と
し
た
た

か
に
」
、
「
ホ
ワ
イ
ト
ラ
ブ
」
な
ど
の

新
鋭
、
小
林
竜
雄
と
東
陽
一
の
共
作
。

撮
影
は
『
サ

i
ド
』
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
映
像
で
注
目
を
あ
び
た
川
上
時
市
。

録
音
は
毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
録
音

賞
に
輝
く
久
保
出
幸
雄
。
音
楽
は
こ

れ
ま
た
『
サ

i
ド
』
に
続
い
て
東
作

品
を
相
当
す
る
注
目
の
女
性
作
曲
家
、

出
中
未
知
で
あ
る
。
主
題
歌
は
寺
山

修
司
が
作
詩
し
、
荒
井
沙
知
が
歌
う
。

主
演
の
桃
井
か
お
り
は
、
企
画
発

表
時
か
ら
名
乗
り
を
あ
げ
、
「
東
さ
ん

が
こ
の
映
画
を
他
の
女
優
で
作
る
か

も
知
れ
な
い
と
い
う
の
で
、
と
て
も

嫉
妬
を
感
じ
た
」
と
一
諮
っ
た
ほ

E
で
、

意
欲
充
分
。
彼
女
の
全
く
新
し
い
魅

力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
い
る
。

円
1
1
1
1
あ
ら
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じ
1
1
1
1
υ

早
大
の
学
生
の
ま
り
子
は
、
同
じ

大
学
の
商
学
部
の
橋
本
と
奇
妙
な
向

楼
生
活
を
し
て
い
た
。
バ
イ
ト
先
、
で

知
り
合
い
、
そ
の
ま
ま
橋
本
が
ま
り

子
の
部
屋
に
転
が
り
こ
ん
で
き
た
の

だ
っ
た
。
二
人
は
当
然
の
よ
う
に
セ

ッ
ク
ス
を
す
る
仲
に
な
る
の
だ
が
、

ま
り
子
は
避
妊
具
を
付
け
る
こ
と
を

要
求
し
た
。
ま
り
子
は
半
年
前
に
行

く
え
を
く
ら
ま
し
た
か
風
来
坊
。
の

恒
雄
の
存
在
を
忘
れ
る
訳
に
は
い
か

な
か
っ
た
。
恒
雄
は
三
十
過

y
の
芽

の
で
な
い
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
だ
っ
た
。

ま
り
子
は
恒
雄
と
出
会
い
、
急
速
に

恋
に
落
ち
入
り
、
同
棲
し
、
ふ
り
回

さ
れ
、
そ
の
あ
げ
く
薬
剤
師
に
な
ろ

う
と
す
る
さ
さ
や
か
な
夢
を
捨
て
て

し
ま
い
、
大
学
を
変
え
た
。
ま
り
子

に
と
っ
て
恒
雄
と
、
居
常
生
活
に
こ

だ
わ
る
橋
本
と
は
対
照
的
な
二
つ
の

「
男
」
の
タ
イ
プ
に
思
え
た
。
そ
う
は

い
っ
て
も
身
近
に
い
る
男
で
あ
る
橋

本
の
愛
矯
あ
る
憎
め
な
い
行
動
に
次

第
に
心
を
魅
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
事
実
だ
っ
た
。

ま
り
子
は
、
恒
雄
と
の
こ
と
で
札

幌
の
母
と
喧
嘩
を
し
、
以
前
か
ら
仕

送
り
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
た
め
に

ま
た
新
し
い
バ
イ
ト
を
探
す
こ
と
に

な
っ
た
。
大
家
の
中
年
男
の
高
見
沢

が
妻
の
ト
キ
子
の
や
っ
て
い
る
美
容

院
の
見
習
い
の
口
を
紹
介
し
て
く
れ

た
。
高
見
沢
は
画
家
く
ず
れ
で
ト
キ

子
が
食
べ
さ
せ
て
い
た
。

風
の
強
い
日
、
美
容
院
の
屋
上
で

ま
り
子
が
タ
オ
ル
を
干
し
て
い
る
と

高
見
沢
が
や
っ
て
き
て
タ
オ
ル
の
「
能

率
的
干
し
方
」
を
伝
授
す
る
の
だ
っ

た
。
ま
り
子
に
は
高
見
沢
の
男
と
し

て
の
辛
さ
が
分
る
よ
う
に
も
思
え
た
。

橋
本
が
ま
り
子
に
ピ
ル
を
飲
む
こ

と
を
提
案
し
た
。
橋
本
の
ア
パ
ー
ト

に
い
る
明
美
と
い
う
デ
、
ザ
イ
ン
学
校

の
学
生
が
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

ま
り
子
は
少
し
考
え
て
か
ら
了
承
し

た
。
明
美
は
ま
り
子
に
酒
の
勢
い
で
、

彼
女
と
橋
本
が
以
前
つ
き
あ
っ
て
い

た
こ
と
を
暴
露
し
た
。
ま
り
子
は
不

愉
快
に
な
っ
て
外
に
出
る
の
だ
っ
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
高
見
沢
が
ト
キ

子
に
ハ
サ
ミ
で
腿
を
刺
さ
れ
る
と
い

う
事
件
が
お
こ
っ
た
。
床
に
飛
び
散

っ
た
血
の
跡
は
大
人
の
愛
欲
の
色
に

ま
り
子
に
は
思
え
た
。
美
容
院
は
当

分
閉
め
る
こ
と
に
な
り
、
ま
り
子
は

自
動
的
に
ク
ピ
に
な
っ
た
。
そ
ん
な

あ
る
夜
、
橋
本
と
二
人
で
眠
っ
て
い

る
ま
り
子
の
部
屋
の
扉
を
、
激
し
く

ノ
ッ
ク
す
る
音
が
問
え
る
:
:
・
。


